
◆ 本年度の努力点

学校教育目標
社会の変化に主体的に対応できる、実践力のある児童の育成

～子どもと教職員が輝いて、共にひびき合う楽しい学舎の創造～

(1) 一人ひとりの学力の向上を目指す教育活動の推進
①基礎・基本の徹底に焦点をあてた校内研修の充実と共同実践
・授業研究会の実施（3回／年以上）
・一人一授業
・モジュール授業とインプットタイムによる学力の定着。
・読書活動推進
・通津小授業スタンダードの徹底 ・全校で取り組む「自主学習ノートタワー」

②児童のつまずきに着目し、指導の改善に努める。
・全国学力・学習状況調査結果の分析と指導改善
・やまぐち学習支援プログラム学力定着確認問題の結果分析と指導改善
・学力向上推進教員による評価と指導改善

(2) 小学校低学年からの異文化理解教育と外国語教育の充実
①米軍岩国基地内家族との交流の推進
②ペリースクールや国際交流会による異文化理解の推進。
③中学校からの英語出前授業

(3) 家庭・地域との連携による教育活動の推進
①小・中学校連携によるコミュニティ・スクールを推進する。
②家庭・地域、関係機関と連携し、たくましく生き抜く力を育む健康教育を推進
する。

③家庭の教育力向上を図る取組を推進する。
・生活きちっとカード等を利用した生活習慣の改善や基本的な生活習慣の定着
（早寝・早起き・朝ご飯）、家庭学習の充実を図る。

④読み聞かせ・学習ボランティアの積極的な活用を行う。

(4) ＩＣＴ教育の推進
・全教室大型デジタルテレビの設置によるＩＣＴを駆使した魅力ある授業展開（通
常学級に１００％設置）

◆ 学校公約


